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垂

神の家族「にじのいえ信愛荘」

一支援の輪が広がることを願って－

入荘者が－堂に会しての食事

け
き
彫
り

今
回
も

一
両
牧
師

エ
1
1
枚
の

～
り
、
参

ル
も
配
付

（
伝
道
推

掛
金
1
5

義
弘
報
）

「
に
じ
の
い
え
信
愛
荘
」
は
日
本
基
督
教

団
の
隠
退
教
職
ホ
ー
ム
で
す
。
1
9
5
9

年
、
東
京
教
区
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
信

愛
荘
」
と
、
1
9
7
3
年
、
全
国
教
会
婦

人
会
連
合
に
よ
っ
て
館
山
市
に
設
立
さ
れ

た
「
に
じ
の
い
え
」
が
合
併
し
て
5
年
が

経
ち
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
は
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

青
梅
市
の
郊
外
に
あ
り
ま
す
。
主
か
ら
の

召
命
に
従
い
、
生
涯
を
宣
教
に
捧
げ
ら
れ

た
牧
師
と
そ
の
配
偶
者
が
、
隠
退
後
の
生

活
を
平
安
の
う
ち
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
備
え
ら
れ
ま
し
た
。

◇

ホ
ー
ム
は
2
7
名
が
入
居
で
き
、
常
時
2
0

数
名
の
方
が
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
平

均
年
齢
は
8
4
歳
、
最
高
齢
は
9
3
歳
で
す
。

最
高
齢
の
こ
の
方
は
今
年
で
2
8
年
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
あ
の
日
、
静
か
に

語
ら
れ
ま
し
た
。
「
東
日
本
大
震
災
の
時
、

最
終
任
地
の
東
北
の
教
会
で
洗
礼
を
授
け

た
姉
妹
が
津
波
で
流
さ
れ
、
天
に
召
さ
れ

た
」
と
…
厳
し
い
状
況
の
中
で
伝
道
牧
会

に
励
ま
れ
た
牧
者
の
老
後
が
、
主
か
ら
の

慰
め
と
憩
い
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
よ
う

心
か
ら
願
い
ま
す
。

◇

荘
で
の
一
日
は
、
朝
食
前
に
食
堂
で
持

た
れ
る
礼
拝
で
は
じ
ま
り
ま
す
。
日
曜
日

に
は
、
礼
拝
堂
で
主
日
礼
拝
が
守
ら
れ
、

説
教
は
在
荘
の
教
職
と
外
部
か
ら
の
教
職

が
担
当
し
ま
す
。

「
こ
こ
は
皆
、
神
の
家
族
で
す
」
と
よ
く

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
、
健
康

不
安
を
抱
え
る
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
誠
実

宮
は
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
者
、
教
会
、
学

校
、
団
体
等
か
ら
の
献
金
に
よ
っ
て
享
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
献
金
用
の
袋
を
用
意
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

尚
一
層
、
ご
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ます。
（
飯
渾
弘
子
報
／

「
に
じ
の
い
え
信
愛
荘
」
運
営
委
員
）

な
お
世
話
を
受
け
な
が
ら
、
安
ら

か
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
毎

月
行
わ
れ
る
誕
生
会
は
特
別
メ

ニ
ュ
ー
で
、
お
祝
い
の
方
の
愛
唱

讃
美
歌
を
歌
い
、
荘
長
か
ら
の
お

祝
い
カ
ー
ド
な
ど
、
祝
福
に
満
ち

た
会
と
な
り
ま
す
。◇

に
じ
の
い
え
信
愛
荘
の
管
理

運
営
は
、
教
団
が
委
嘱
し
た
運
営

委
員
会
（
東
京
教
区
、
西
東
京
教

区
、
全
国
教
会
婦
人
会
連
合
、
等
）

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

居
者
を
特
定
し
て
い
る
た
め
、
公

的
援
助
は
受
け
ら
れ
ず
、
維
持
運
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